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確定給付企業年金の改善の現状について

□ 第17回企業年金部会で議題とした、

・ 将来の財政悪化を想定した、計画的な掛金拠出を可能とする「リスク対応掛金」の仕組み

・ 運用リスクを事業主と加入者で柔軟に分け合う仕組みである「リスク分担型DB」

の導入に向けた進捗状況は以下のとおり。

＜厚生労働省＞
「確定給付企業年金法施行令の一部を改正する政令案等」について、パブリックコメ

ント（意見募集）を実施している。

意見募集期間：５月27日（金） ～ ６月26日（日）

※ 現在、政省令のみ意見募集を行っているが、告示及び通知についても、追って意見募集を行う予定。
※ リスク分担型DBの名称については、省令案では「リスク分担型企業年金」としている。

＜企業会計基準委員会＞
「リスク分担型企業年金の会計処理等に関する実務上の取扱い（案）」等の公開草案が
企業会計基準委員会のウェブサイトで公開され、意見募集が行われている。

意見募集期間：６月２日（木） ～ ８月２日（火）
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リスク分担型企業年金の会計処理に関する論点
○ リスク分担型企業年金に係る会計処理について、公開草案では、企業が追加拠出義務を実質的に負っ
ていないのであれば、会計上DCに分類され、制度導入時にリスク対応掛金相当額を負債として計上する
必要はないこととされている。
○ ただし、従来型DBからリスク分担型企業年金へ移行する時に特別掛金相当額が存在する場合には、
当該特別掛金相当額を負債として計上することとされている。

主な論点 公開草案での対応

リスク分担型企業年金は会計上のDCに分類さ
れるか。
すなわち、「一定の掛金を外部に積み立て」、
「当該掛金以外に企業が追加的な掛金拠出義
務を負わない」との要件を満たしているか。

リスク分担型企業年金は、財政状態に応じて、自動的に給付額が増減して財政の均衡が常に
図られることによって、企業に追加の掛金拠出が要求されないことが想定されているため、基
本的に、企業は追加的な拠出義務を負っていない。
また、リスク分担型企業年金は、リスク対応掛金相当額の拠出方法があらかじめ定められ、ま
た、各期のリスク対応掛金相当額が当該制度の導入時にあらかじめ規約に定められるため、
一定の掛金を外部に積み立てているものと考えられる。
したがって、リスク分担型企業年金は、企業が追加的拠出義務を実質的に負っていないのであ
れば、会計上のDCに分類される。

制度導入後に、規約の改訂（掛金の増加も含
まれる）が行われた場合に、会計上のDCの要
件に該当していると言えるか。

制度の導入後に新たな労使合意に基づく規約の改訂がなされた場合、リスク分担型企業年金
が会計上のDCに分類されるかどうかを再判定する。

リスク対応掛金相当額の総額を負債計上する
か。

リスク対応掛金相当額は、過去に発生した積立不足に対応するものとは性格が異なることや、
負債計上した場合に得られる情報が必ずしも有用ではないこと等から、負債として計上しない。

従来型DBからリスク分担型企業年金に移行す
る時の会計処理をどうするか。

移行した部分に係る退職給付債務と移行した資産額の差額を特別損益として表示する。
ただし、リスク分担型企業年金に移行したときの掛金に特別掛金相当額が含まれる場合、当該
特別掛金相当額を未払金等として負債計上する。

リスク分担型企業年金が会計上のDCに分類さ
れる場合、何を注記するか。

会計上DCに分類されるリスク分担型企業年金を実施する場合、制度の概要とリスク分担型企
業年金に係る費用の額を注記する。
また、翌期以降に拠出するリスク対応掛金相当額とその拠出に関する残存年数も注記する。

（注） 企業会計基準委員会の公開草案を元に厚生労働省が分析・整理したもの
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